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クラウドコンピューティングとはクラウドコンピューティングとは

雲(ネットワーク)の向こう側に存在するICTリソースを
ネットワーク経由でオンデマンドで利用するICTサービスの形

クラウドコンピューティングの利点クラウドコンピュ ティングの利点

ハードウェアやファシリティの準備が不要

必要な時に必要なだけすぐ使える必要な時に必要なだけすぐ使える

利用した分だけの料金体系
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富士通が目指すクラウド富士通が目指すクラウド
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富士通の考えるクラウドの種類富士通の考えるクラウドの種類

インターネット 専用線、イントラネット

富士通の

パブリッククラウド プライベートクラウド

メール
営業・事務ツール

開発環境
社内WEBサイト富士通の

データセンタ

営業 事務ツ ル
公開WEBサイト
大量/変動データ
処理（共有）

社内WEBサイト
大量変動データ
処理（非共有）
新ビジネス

共用インフラ お客様専用
•顧客のアプリ特性に応じて、最適なクラウドを選択・提供処理（共有）

ビジネス性検証
新ビジネス

•パブリック（低コスト）からエンタプライズまでを提供
•複数クラウド（さらに既存システム）を組み合わせるクラウド

お客様

エンタープライズ上記で社外に
出せないもの
バックシステム MC基幹業務

連携と全体最適化が必要

お客様
サイト

バックシステム
との密な連携が
必要なシステム

MC基幹業務
標準化が困難な
既存システム

既存システムに
クラウド技術を適用お客様専用
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富士通のクラウド展開計画富士通のクラウド展開計画

パワ をインタ ネ ト経由でい でも利用できるICTパワーをインターネット経由でいつでも利用できる

ビジネス創生を支えるトラステッドなICT基盤

システムテンプレート
・・・

仮想アプライアンス

テンプレートによりOS/ミドルをセットで用意
SaaS
PaaS

クラウドブロック

仮想化 仮想プラットフォーム

PaaS
IaaS

サーバ
集約

仮想化

All IP ネットワーク

仮想ストレージ仮想サーバ 仮想ネットワーク

仮想プラットフォ

ストレージファームサーバファーム

Trusted-Service Platform
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展開計画 2009年度1Q 2010年度下期

△先行サービス提供 △本格サービス提供



クラウドへの展開シナリオクラウドへの展開シナリオ

クラウド化に向けたステ プクラウド化に向けたステップ

1 整理整頓 2 選択 3 クラウド活用

既存

お客様サイト お客様/富士通DC

1. 整理整頓 2. 選択 3. クラウド活用
富士通DC

サービス利用既存
システム 既存システム

見える化

特性の見極め

選択基準の策定

富士通DCお客様サイト

サ 利用

種 務 携見える化
方針整理

選択基準の策定
クラウド・トライアル

各種業務のクラウド連携

1. 開発フェーズ 2. 実運用フェーズ

新規 パブリック/プライベート

1.  開発フェ ズ 2. 実運用フェ ズ

本番環境へ
シ ムレスに移行選択

富士通DC 富士通DC

新規
システム

/
クラウド

開発環境として利用
有効性・ビジネス性検証

お客様サイト

シームレスに移行

最適量のプロダクトを自社で

<選択>
用途
ビジネス性
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有効性・ビジネス性検証
サイジング

最適量のプロダクトを自社で
購入し、自社サイトで運用



既存システムのクラウド化既存システムのクラウド化

見える化
方針整理

特性の見極め クラウド活用判断

稼働状況 パブリッククラウド
クラウド展開を

視野に
用途

稼働状況

プライベートクラウド

視野に
特性に応じて整理OS/ミドル

バージョン等

アプリ特性
データ特性

プライ トクラウド
定常運用時間

許容停止時間

処理特性
エンタープライズ

（クラウド）

バックアップ
の有無…
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（クラウド）…



展開ロードマップ展開ロードマップ

2009年度 2010年度 2011年度～

【クラウド関連サービス（4/27発表済）】【クラウド関連サ （ / 発表済）】

▲(09年4月～）セキュリティサービス

▲（09年5月～）インテグレーション/マネジメントサービス

サ
ー
ビ

クラウド活用
新サ ビスの拡充

▲（09年10月～）サーバファームサービス
ビ
ス

新サービスの拡充

SaaSアプリケーションサービス （提供中） メニュー拡充

践 商用展開 格

【TSP: Trusted Service Platform】

【上期】社内実践
【下期】先行社外ユ ザ実践

<社内実践> <商用展開> <本格展開>
IaaSの展開 IaaSの強化

PaaSの展開・強化基
盤

【上期】商用β版【下期】先行社外ユーザ実践盤
【上期】商用β版

【下期】商用サービス開始 エコシステム拡充

他社クラウド連携【現行サービス基盤】
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センサー連携次世代サービス基盤に順次移行



社内実践での試行社内実践での試行
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仮想化機能仮想化機能
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OSS Xen™ の採用

仮想化機能仮想化機能
OSS-Xen™ の採用

サポート＋VM機能拡張を実施
• お客様の品質・機能を富士通で作成

• Public Cloudの80%で採用• Public Cloudの80%で採用

Xen Advisory Boardへの参画
• コミュニティ活動の実績

>80% of public 
clouds use Xenclouds use Xen

Xen has ~20%Xen has 20% 
market share in 
enterprise

XCP (Xen Cloud Platform)で、エンター From Ian Pratt (Citrix) presentation

enterprise 
virtualization2009年上期パッチ投稿数

XCP (Xen Cloud Platform)で、エンタ
プライズとクラウド技術を融合、標準化に
挑戦

保守運用で Live Migration を実施で

( ) p

Copyright 2008 FUJITSU LIMITED

保守運用で Live Migration を実施で
メンテナンス性向上



仮想化機能への要件仮想化機能への要件

安定稼働 件安定稼働への要件

隔離性：

• I/O性能保証：あるゲストのI/O負荷が、他のゲストに影響？

安定性・信頼性：

• Domain0の安定性・信頼性への懸念

施策
課題

隔離性の強化
安定性 信頼性の強化

施策
I/O QoS の実装
Dom0機能分離・軽量化

安定性・信頼性の強化 Dom0機能分離 軽量化
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dm-iobanddm-ioband
（ ）でSPF（Secure Platform Project）で

実装したI/O QoS機能

複数ゲストで共用されている

異常動作するゲストから他ゲストを保護

Linuxのデバイスマッパに対するドライバ

として実装
複数ゲストで共用されている
ディスクについて、指定された比率
に基づいてゲストごとの性能保証

として実装

実ドライバやLinux本体への影響なし

I/Oデータ帯域 (MB/s)の比率、または、

I/O要求数の比率を保証に基づいてゲストごとの性能保証

ゲストVM#2 ゲストVM#3ゲストVM#1管理VM

ゲストOS

管理OS

ゲストOSゲストOS

アプリケーション アプリケーションアプリケーション

VBDドライバ（バックエンド）

B1 Ｂ２ Ｂ3

VBD ドライバ
（フロントエンド）

VBD ドライバ
（フロントエンド）実ドライバ

VBDドライバ
（フロントエンド）

dm-ioband ドライバ

VMM 
(Hypervisor)
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ディスクを分割して共有
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サービスドメインアーキテクチャサービスドメインアーキテクチャ

各役割に応じ ド 作成各役割に応じたドメインを作成

Domain0（コントロールドメイン）
Dom0 Driver DomU

• 柔軟なDom0の分離

• Dom0はCPU/Memory/VMの管理・制御に
特化（コントロールドメイン）

Dom0 Driver
Domain

DomU

仮想ネットワーク
特化（コントロ ルドメイン）

• 最終的には、Dom0の専用OS化も視野に

• 不要なソフトをインストールさせない
（セキ リテ 信頼性の向上）

F.E.
Drv

Device
Drv

B.E.
Drv

（セキュリティ、信頼性の向上）

ドライバドメイン（実I/O管理サービス）

• Domain0からI/O性能・デバイスドライバを分離

Hypervisor

• Domain0からI/O性能・デバイスドライバを分離

• Kernel panicの原因となるドライバを分離する
ことによるDom0信頼性向上

Hardware

NIC

• I/O性能劣化の回避

FW/SLBも、仮想アプライアンス
（サ ビスドメイン）として提供して対応（サービスドメイン）として提供して対応
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ネットワークネットワーク
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クラウド環境でのネットワーク要件クラウド環境でのネットワーク要件

ド構築にあ 求め 件クラウド構築にあたり求められた要件

隔離性：ユーザごとのシステムを分離

柔軟性：ユーザ要件に伴い変化する構成に対応

耐故障性：機器故障に備えた冗長化

スケーラビリティ：数万オーダのユーザ数の増加に追従

コスト削減：ハード系、人間系のコストを徹底的に削減コスト削減 ハ ド系、人間系のコストを徹底的に削減

方式で 課題 ＩＰトンネリング方式を試行VLAN方式での課題
VLAN識別数最大4096まで

スケーラビリティの課題

ＩＰトンネリング方式を試行
VLAN識別数に制限されない
構成で増強ケ ラ リティの課題

柔軟性の課題
構成で増強
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IPトンネリング方式IPトンネリング方式

概要 JANOG 25でも説明予定概要
IPトンネリングでユーザVM間を接続する。
カプセル化処理を実施する仮想ルータをVMで動かす。デ タセンタ 側で

JANOG-25でも説明予定

カプセル化処理を実施する仮想ル タをVMで動かす。
仮想ルータVMはユーザVMに対して1:1で起動する。
外部接続には専用の仮想ルータ（VM）を起動する。
バックボ ンネットワ クをL3で構成する

データセンター側で、
互いに干渉できない

ように設定する。

バックボーンネットワークをL3で構成する。

R R仮想R
仮想ルータに

ネ

Gateway
R

ラック1 ラック2 ラックm

R仮想R
R仮想R

よるトンネル

バックボーンネットワーク

サーバ1-1

ラックSW
ラック1

サーバ2-1

ラックSW

サーバm-1

ラックSW
ラック2 ラックm

VM VM VM仮想R 仮想R 仮想R

サーバ1-2

サ 1 1

…

VMVM サーバ2-2

サ 2 1
…

サーバm-2

サ m 1

…

VMVM …
仮

R仮想R

仮

R仮想R

仮
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サーバ2-n

…

サーバm-n

…



U位置管理とサーバ一括導入U位置管理とサーバ一括導入
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多数台サーバ管理多数台サーバ管理

管 性 保守性 件管理性・保守性の要件

迅速性：

• 大量のサーバをすぐに使えるようにしたい

管理性・保守性：

• 故障が発生したサーバはどこにある？

• データセンタ現地には高度なエンジニアはいない

施策
課題

サーバの搭載位置
サ バのセットアップ

施策
Ｕ位置管理
Rack&Go の実装

サーバのセットアップ Rack&Go の実装
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U位置固定とルール付けU位置固定とルール付け

大量 効果的に管 す め大量のサーバを効果的に管理するためのルール

ブレードサーバコンセプトをラックサーバで実施

ラック内のサーバ搭載位置でホスト名、IPアドレス他を自動決定

各管理ソフトウェア、CEに意識させて、オペレーションコスト削減

sw001-1-3940 •Hostname = prefix+ラック位置+U位置+I/F
39
38
37
36

sw001-1-38

ps001-1-37
ps001-1-36

ps001 1 35

•IPアドレス自動生成
•U位置 iiii-j-kk ←→ IP address 10.α.β.γ

・・・

35 ps001-1-35

1
ps001-1-1

Copyright FUJITSU LIMITED 200919

#001-1 JANOG-25で詳細説明予定



Rack&GoRack&Go
位 管 に基づき 括導U位置管理に基づき、サーバの一括導入

データセンタ現地で USBメモリを挿入し、電源ボタンを押す

•MACアドレス自動収集＋BIOS設定

•管理OSの自動プロビジョニング

40
39

1) 新しいサーバラックを管理ソフトウェアに登録
2) センタ現地で 作業者がUSBメモリを挿入し 電源ON 39

38
37
36
35

2) センタ現地で、作業者がUSBメモリを挿入し、電源ON
a. USBメモリでboot
b. テンポラリIPアドレスをDHCPで獲得

・・・

35
c. サーバのMACアドレス確認
d. Broadcast packet送信

3) MACアドレス通知

1

)
4) ARPテーブル調査
5) BIOS設定＆PXE Boot
6) プロビジョニング(OS+その他)
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JANOG-25で詳細説明予定



さらなる課題に向けて技術開発・評価さらなる課題に向けて技術開発・評価

イインフラ

サーバ

集積度向上 ＶＭ収容率 グリ ン対応（電力最適）• 集積度向上、ＶＭ収容率、グリーン対応（電力最適）

ネットワーク

• Open vSwitch、QinQ（IEEE802.1ad Provider Bridging, 802.1ah Provider Open vSwitch、QinQ（IEEE802.1ad Provider Bridging, 802.1ah Provider
Backbone Bridging）、…

ストレージ

• …

データセンタのリソース管理

管理 計測 ディスカバリ 分析 計画 自動化 セキュリティ …管理、計測、ディスカバリ、分析、計画、自動化、セキュリティ、…

上位

アプリ開発実行環境 データサービス コンサル マイグレーション デリバリ クアプリ開発実行環境、デ タサ ビス、コンサル、マイグレ ション、デリバリ、ク
ラウド間連携、アプリ運用、セキュリティ、…
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今後に向けて今後に向けて
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「サ ビス利用 と「システム所有 の両方を強化

取り組み取り組み

「サービス利用」と「システム所有」の両方を強化

【Trusted-Service Platform】
次世代サービス基盤

【Trusted-Service Platform】
次世代サービス基盤

クラウド
サ ビス ハイブリッドハイブリッド現在社内トライアル中

10年度下期 商用化
現在社内トライアル中
10年度下期 商用化

サービス
利用

ハイブリッド
インテグレーション

新サ ビス拡充

ハイブリッド
インテグレーション

新サ ビス拡充

【システムプ ダクト】【システムプ ダクト】

新サービス拡充

他社サービス連携

新サービス拡充

他社サービス連携

自社
システム

【システムプロダクト】
クラウド技術を活用した
エンタープライズシステム

【システムプロダクト】
クラウド技術を活用した
エンタープライズシステム

エコシステム拡充

プロダクト強化

エコシステム拡充

プロダクト強化システム
所有

エンタ プライズシステム
（10/27発表）
→エンタープライズクラウドへ

エンタ プライズシステム
（10/27発表）
→エンタープライズクラウドへ

プロダクト強化プロダクト強化

Copyright 2009 FUJITSU LIMITED
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企業内ITインフラへの適用拡大企業内ITインフラへの適用拡大

富士通デ タセンタサ ビス向け技術開発富士通データセンタサービス向け技術開発

基盤技術を製品・サービス展開
企業システム グロ バルに展開企業システム、グローバルに展開

パブリッククラウドエンタープライズエンタープライズ

本 社

グループ
会社

富士通SaaS
会社

C
R
M

E
R
P

S
F
A

E
D
I

・・・

取引先

富士通デ タセンタお客様データセンタお客様データセンタ 富士通データセンタ

クラウド共通基盤
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クラウド共通基盤



SaaS・クラウドサービス／インフラ製品群SaaS・クラウドサービス／インフラ製品群

事業 強化 ク ウドサ ビス発表SaaS事業の強化(4/23)/クラウドサービス発表(4/27)
企業内クラウド構築を支えるインフラ製品群の提供（10/27）

20092009年年44月月2323日日

SaaSSaaS事業を大幅に強化し、事業を大幅に強化し、

お客様ビジネスに柔軟に対応お客様ビジネスに柔軟に対応お客様ビジネスに柔軟に対応お客様ビジネスに柔軟に対応

20092009年年44月月2727日日

お客様の新しいビジネスを創出するお客様の新しいビジネスを創出する

富士通のクラウドサ ビス富士通のクラウドサ ビス

20092009年年1010月月2727日日

企業内クラウド構築を支える企業内クラウド構築を支える

富士通のクラウドサービス富士通のクラウドサービス

25

企業内クラウド構築を支える企業内クラウド構築を支える

インフラ製品群の提供インフラ製品群の提供



標準化・オープン化標準化・オープン化

クラウド資源へのアクセス インタフ ス（API）を標準化クラウド資源へのアクセス・インタフェース（API）を標準化

DMTFへクラウドAPIを提案

• 富士通クラウドで実装• 富士通クラウドで実装

仮想エンジンのオープンソース化

Xen Cloud Platform開発へ参画

• クラウド管理ソフトウェアをコミュニティ共同開発

OVF推進

他社クラウド
富士通クラウド

クラウド上の開発資産の普及促進

エンタープライズ

Copyright FUJITSU LIMITED 200926



Xen Cloud PlatformXen Cloud Platform
発表2009/8/31発表

Xenを使った仮想マシンシステム間での相
互運用性を実現するプラットフォーム

Goals
Enrich Open Source Xen.org features互運用性を実現するプラットフォ ム

OVFの採用

DMTF標準ＡＰＩ

企業が社内 す 疎

Offer a complete Open Source Cloud 
Platform product

Incorporate cloud-optimized storage and 
network technologiesPublic cloudと企業が社内で運用する過疎

マシン群を連携させる

Xen advisory board へ富士通参加

network technologies

Delivery binary compatibility for all VM 
formats

Lead and implement open, standards-y

From Ian Pratt (Citrix) presentation
OSS

Lead and implement open, standards
based interfaces for cloud and client 
virtualization

From Ian Pratt (Citrix) presentation

DMTF Management 
APIs & OVF Format
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新技術開発新技術開発

オープンソース活用

顧客価値開拓

標準化標準化
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お客様のかけがえのないパートナーに

クラウドコンピューティングにより
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お客様と共にビジネス・イノベーションを実現
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